わん 

やすきち うすぎたな 

ある 冬の 日の 暮、 保吉は 薄汚い レストランの 二階 

あぶらく さ かじ 

に 脂 臭い 焼 パン を 齧って いた。 彼の テェ ブルの 前に 

あるの は 亀裂の 入った 白壁だった。 そこに はまた 斜か 

いに、 「ホット (あたたかい) サンド ウイ ツチ も ありま 

す」 と 書いた、 細長い 紙が 貼りつ けて あった。 (これ を 

彼の 同僚の 一人 は 「ほっと 暖ぃ サンド ウイ ツチ」 と 読 

まじめ ふしぎ 

み、 真面目に 不思議が つた ものである。) それから 左 は 

すぐ ガラス 

下へ 降りる 階段、 右 は 直に 硝子 窓だった。 彼 は 焼 パン 

を 齧りながら、 時 々ぼんやり 窓の 外 を 眺めた。 窓の 外 



を 眺め、 脂 臭い 焼 パン を かじり、 「ホット (あたたか 

い) サンド ウイ ツチ」 を 見る と、 「妻よ 妻よ 恋し」 と 云 

くちびる のぼ 

う 言葉 はおの ずから 唇 に 上って 来る のだった。 

保吉 はこの 間 も 彼の 後ろに、 若い 海軍の 武官が 二人、 

麦酒 を 飲んで いるのに 気がつい ていた。 その 中の 一人 

は 見覚えの ある 同じ 学校の 主計 官 だった。 武官に 馴染 

みの 薄い 彼 はこの 人の 名前 を 知らなかった。 いや、 名 

前ば かリ ではない。 少尉 級 か 中尉 級 かも 知らなかった。 

きゅうきん 

ただ 彼の 知ってい るの は 月々 の 給金 を 貰う 時に、 こ 

へ ひと リ 

の 人の 手 を 経る と 云う こと だけだった。 もう 一人 は 全 

ふたり ビィル 

然 知らなかった。 二人 は 麦酒の 代り をす る 度に、 「こ 



ら」 とか 「おい」 とか 云う 言葉 を 使った。 女中 は それ 

でも 厭な 顔 をせ ずに、 両手に コップ を 持ちながら、 ま 

のぼ お くせ 

めに 階段 を 上り下りした。 その 癖 保 吉のテ エブルへ は 

紅茶 を 一 杯 頼んでも 容易に 持って来て はくれ なかった。 

これ はこ こに 限った ことで はない。 この 町の カフェ や 

レストラン は どこ へ 行つ て も 同じ こと だ つた。 

二人 は 麦酒 を 飲みながら、 何 か 大声に 話して いた。 

もちろん わけ 

保吉は 勿論 その 話に 耳を貸し ていた 訣 ではなかった。 

が、 ふと 彼 を 驚かした の は、 「わんと 云え」 と 云う 言葉 

だった。 彼 は 犬 を 好まなかった。 犬 を 好まない 文学者 

ゆかい 

に ゲェテ と スト リントべ ルグと を 数える こと を偷； K に 



ど 夢遊病者 のように、 目 はや はり 上 を 見た まま、 一二 

歩 窓 の 下へ 歩み寄った。 保吉 はやつ と 人の 悪い 主 計官 

あくぎ 

の 悪戯 を 発見した。 悪戯？ あるいは 悪戯で はな 

かった かも 知れない。 なかった とすれば 実験で ある。 

こうふく ぎせ い 

人間 は どこまで 口腹の ために、 自己の 尊厳 を 犠牲に す 

るか 9 と 云う ことに 関する 実験で ある。 保吉 自身 

の 考えに よると、 これ は 何もい まさらの ように 実験な 

どすべき 問題で はない。 エサ ゥは 焼肉の ために 長子 権 

なげう きょうし 

を 抛ち、 保吉は パンの ために 教師に なった。 こう 云 

う 事実 を 見れば 足りる ことで ある。 が、 あの 実験 心理 

学者 は なかなか こんな ことぐ らいで は 研究心の 満足 を 



感ぜぬ のであろう。 それならば 今日 生徒に 教えた、 

たで く 

De TOUStitlus non est Dispulyndum である ー黎 食う 

虫 も 好き好き である。 実験した ければ して 見る が 好い。 

—— 保吉 はそう 思 いながら、 窓 の 下の 乞食 を 眺め て い 

た。 

こじ さ 

主計 官は しばらく 黙って いた。 すると 乞食 は 落着か 

おうらい まね 

なそう に、 往来の 前後 を 見 まわし 始めた。 犬の 真似 を 

する ことに は 格別 異存 はない にしても、 さすがに あた 

りの 人目 だけ は 憚って いるのに 違いなかった。 が、 

その 目の 定まらない 内に、 主計 官は 窓の 外へ 赤い 顔 を 

出しながら、 今度 は 何 か 振って 見せた。 



「云わん か？ おい、 わんと 云 うんだ ご 

乞食 は 顔をしかめる ようにした。 

「わん ご 

声 はいかに も かすかだった。 

「も つ と 大きく ご 

「わん。 わん ご 

乞食 はとうとう 一 一声 鳴いた。 と 思う と 窓の 外へ ネェ 

ベル • オレンジが 一 つ 落ちた。 —— その 先 はもう 書か 

ずと も^; い。 乞食 は 勿論 オレンジに 飛びつ き、 主計 官 

もちろん 

は 勿論 笑った ので ある。 

のち 

それから 一週間ば かりたった 後、 保吉 はまた 月給日 



ラス ゴォの パイプ を啣 えながら、 煙草の 話 だの 学校の 

話 だの 幽 ii の 話 だの を 交換した。 セォソ フィス ト たる 

タウンゼンド 氏 は ハム レットに 興味 を 持たない にして 

も、 ハム レットの 親父の 幽霊に は 興味 を 持って いたか 

れんきん じゅ つ 

ら である。 しかし 魔術と か 鍊金術 と か、 occult 

sciences の 話になる と、 氏 は 必ず もの 悲しそう に 頭 

とびら 

と パイプと を 一し よに 振りながら、 「神秘の 扉 は 俗人 

の 思う ほど、 開き 難い もので はない。 むしろ その 恐し 

い 所以 は 容易に 閉じ 難いと ころに ある。 ああ 云う もの 

に は 手 を 触れぬ が 好い」 と 云った。 

しゃれもの 

もう 一 人の スタァ レット 氏 はずつ と 若い 洒落者 だ つ 



煖炉の 前に 汽車 を 待って いた 時の ことで ある。 保吉は 

その 時 欠伸 まじりに、 教師と 云う 職業の 退屈 さ を 話し 

た。 すると 縁 無しの 眼鏡 を かけた、 男ぶ りの 好い スタ 

ァ レット 氏 はちよ いと 妙な 顔 をしながら、 

「教師になる の は 職業で はない。 むしろ 天職と 呼ぶ ベ 

き だと 田 心、 つ You know, Socrates and Plato mtre two 

great teachers …… EtcJ と 云った。 

ロバ アト • ルイズ • ス ティ ヴン ソン は ヤン キイで も 

何でも 差支えない。 が、 ソクラテスと プ レトォ をも教 

師 だった などと 云う の は、 —— 保吉は 爾来 スタァ レツ 

い ん ぎん 

ト 氏に 慇憝 なる 友情 を尽す ことにした。 



いて 行った。 が、 鶄鴒 はどう 思った か、 突然 また 空へ 

躍り 上った。 その代り 背の 高い 機関 兵が 一人、 小径 を 

こちらへ 歩いて 来た。 保吉 はこの 機関 兵の 顔に どこか 

見覚えの ある 心 もちが した。 機関 兵 はや はり 敬礼した 

のち そば たばこ 

後、 さっさと 彼の 側 を 通り抜けた。 彼 は 煙草の 煙 を 吹 

きながら、 誰だった かしらと 考え 続けた。 二 歩、 三 歩、 

五 歩、 —— 十 歩 目に 保吉は 発見した。 あれ はポ オル - 

てんしょう 

ゴ オギ ヤンで ある。 あるいは ゴ オギ ヤンの 転生で あ 

がひつ 

る。 今にき つと シャ ヴルの 代りに 画筆 を 握る のに 相違 

あげく うし 

ない。 その また 挙句に 気違いの 友 だち に 後ろから ビス 

トル を 射 かけられ るので ある。 可哀 そうだが、 どうも 



「おい、 今夜つ き 合わん か？」 

保吉は 悪魔の 微笑の 中に ありあり と ファウストの 

にぎよう 

二 行 を 感じた。 —— 「 一 切の 理論 は 灰色 だが、 緑な の 

こがね き 

は 黄金な す 生活の 樹 だ！」 

のち く つ 

彼 は 悪魔に 別れた 後、 校舎の 中へ 靴 を 移した。 教室 

のぞ 

は 皆が らんと している。 通りすがりに 視 いて 見たら、 

き 力 19 か 

ただ ある 教室の 黒板の 上に 幾何の 図が 一 つ 描き 忘れて 

あった。 幾何の 図 は 彼が 視 いたの を 知る と、 消される 

と 思った のに 違いない。 たちまち 伸びたり 縮んだり し 

な 力ら 

「次の 時間に 入用な のです ご と 云った。 



やすきち したしら 

保吉は 教室へ 出る前に、 必ず 教科書の 下調べ をした。 

それ は 月給 を 貰って いるから、 出たら めな こと は 出来 

ない と 云う 義務 心に よった ばかりで はない。 教科書に 

は 学校の 性質 上海 上 用語が 沢山 出て 来る。 それ をち や 

んと検 ベて 置かない と、 とんでもない 誤訳 をゃリ かね 

ない。 たとえば cat-s paw と 云う から、 猫の 足 かと 

思って いれば、 そよ風だった りする たぐいで ある。 

ある 時 彼 は 二 年 級の 生徒に、 やはり 航海の こと を 書 

しょうひん 

いた、 何とか 云う 小品 を 教えて いた。 それ は 恐る ベ 

うな なみ 

き 悪文だった。 マストに 風が 唸ったり、 ハッチへ 浪が 

打ち こんだり しても、 その 浪 なり 風な リは 少しも 文字 



そのうちに ふと 気がついて 見る と、 彼の 下検べ をし 

し) ぎよ-つ 

て 来たと ころ はもうた つた 四 五行し かなかった。 そこ 

あんしょう 

を 一 つ 通り越せば、 海上 用語の 暗礁 に 満ちた、 油断の 

あらうみ よこめ 

ならない 荒海だった。 彼 は 横目で 時計 を 見た。 時間 は 

休みの 喇叭までに たっぷり 二十 分 は 残って いた。 彼 は 

出来るだけ^ 嚀に、 下検 ベの 出来て いる 四 五行 を 訳し 

た。 が、 訳して しま つ て 見る と、 時計の 針 は その 間 に 

まだ 三分し か 動いて いなかった。 

ぜったいぜつめい ゆいいつ けつろ 

保吉は 絶体絶命 になった。 この場合 唯一の 血路に な 

る もの は 生徒の 質問に 応ずる ことだった。 それでも ま 

せん 

だ 時間が 余れば、 早 じまい を宣 してし まう ことだった。 



彼 は 教科書 を 置きながら、 「質問 は 」 と 口 を 切ろう 

とした。 と、 突然 まつ 赤に なった。 なぜ そんなに まつ 

赤に な つた か？ —— それ は 彼 自身に も 説明 出来ない。 

ご ま 

とにかく 生徒 を 護摩 かすく らい は 何とも 思わぬ はずの 

彼が その 時 だけ はまつ 赤に なった ので ある。 生徒 は 

もちろん 

勿論 何も 知らずに まじま じ 彼の 顔 を 眺めて いた。 彼 は 

もう 一 度 時計 を 見た。 それから、 —— 教科書 を 取り 上 

げ るが 早い か、 無茶苦茶に 先 を 読み 始めた。 

教科書の 中の 航海 は その後 も 退屈な ものだった かも 

いまだ 

知れない。 しかし 彼の 教えぶ り は、 II 保吉は 未に 

たた 力 

確信して いる。 タイフ ゥンと 闘う 帆船よりも、 もつ 



と 壮烈 を 極めた ものだった。 

勇ましい 守衛 

秋の 末 か 冬の 初 か、 その 辺の 記憶 ははつ きりし ない。 

とにかく 学校へ 通う のに ォォ ヴァ • コ オト を ひっかけ 

ひるめし 

る 時分だった。 午 飯の テェ ブルに ついた 時、 ある 若い 

やすきち ちんじ 

武官 教官が 隣に 坐って いる 保吉 にこう 云う 最近の 椿事 

しんこう て つ ぬすびと 

を 話した。 —— つい 二三 日 前の 深更、 鉄 盗人が 二三 人 

学校の 裏手へ 舟 を 着けた。 それ を 発見した 夜警 中の 

しゅえ ゝ.' た、， 1 ま ± ザ 

守衛 は 単身 彼等 を 逮捕しょう とした。 ところが 烈しい 



かくとう ほう ぬ 

格闘の 末、 あべこべに 海へ 抛り こまれた。 守衛 は 濡れ 

ねずみ は 

鼠 になりながら、 やっと 岸へ 這 い 上った。 が、 勿論 盗 

あいだ おき 

人の 舟 は その 間 にもう 沖の 闇へ 姿 を 隠して いたので 

ある。 

おお うら ばかば か あ 

「大 浦と 云う 守衛です がね。 莫迦 莫迦し い 目に 遇った 

です よご 

ま， お， ま. 

武官 は パン を頰 張った なり、 苦しそう に 笑って いた。 

こうた い もんが わ 

大浦は 保吉も 知っていた。 守衛 は 何人 か 交替に 門 側 

つ ひか 

の 詰め所に 控えて いる。 そうして 武官と 文官と を 問わ 

ではい リ きょしゅ 

ず、 教官の 出入 を 見る度に、 挙手の 礼 をす る ことにな つ 

ている。 保吉は 敬礼され るの も 敬礼に 答える の も 好ま 



「だが、 賞与 さえ 出る となれば、 誰でも 危険 を 冒す か 

どうか 9 —— そいつ もまた 少し 疑問です ね ご 

大浦は 今度 は 黙って いた。 が、 保吉が 煙草 を啣 える 

と、 急に 彼 自身の マッチ を 擦り、 その 火 を 保吉の 前へ 

なび ほのお 

出した。 保 吉は赤 あかと 靡いた 焰を 煙草の 先に 移し 

びしょう さと 

ながら、 思わず 口 もとに 動いた 微笑 を 悟られな いよう 

に嚙み 殺した。 

ぁリ がと 

「難 有う。」 

「いや、 どうしまして。」 

大浦は さりげない 言葉と 共に、 マッチの 箱 を ポケッ 

トへ 返した。 しかし 保吉は 今日 もな おこの 勇ましい 守 



力ん ば 

衛の 秘密 を 看破した ことと 信じて いる。 あの 一点の 

マッチの 火 は保吉 のために ばか リ 擦られた ので はない。 

めいめい うち しょうらん 

実に 大 浦の 武士道 を 冥々 の裡に 照覧 し 給う 神々 のた 

めに 擦られた ので ある。 

(大正 十一 一年 四月) 
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